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⑤ 「やさしい日本語」有志の会 

１．概 要  

実践団体名 「やさしい日本語」有志の会 

連絡先  担当者：杉本篤子 ０９０－７３５４－７８４６ 

プランタイトル 「やさしい日本語」から防災教育へ 

プランの対象者 

大学生,外国人留学生,地域

住民 ,防災関係者 ,その他

（在住外国人、行政職員）

対象とする

災害種別 
地震 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

２．プランの年間活動記録 

記 入 日 2011 年１月 25 日 

【期待される効果・ここがおすすめ！】 
■防災教育によって災害時により多くの外国人の命が助かる！ 
 災害時にひとりでも多くの外国人も助かって欲しいというのが、私たちの願い。 
■ボランティア日本語教室で防災教育が定期的な取り組みとして広がる！ 
■教えるからこそ、私たちももっと勉強しなければ。教師も勉強！意識改革に繋がる！ 
■地域住民、大学生など多くの人が災害時の外国人の状況を理解！ 
■「やさしい日本語」って言葉のバリアフリー！ 

 災害時はもちろん、日常のコミュニケーションもアップ！  
■ホームページやお知らせ文、本当にわかりやすい情報提供ができている？ 

外国人の視点でもう一度見直してみると改善点は多く見つかるはず。 

【プランの概要】 
■「防災教育の取り組み」：在住外国人の中には、地震の少ない国から来ている人や地震に関す

る知識の少ない人も数多くいる。そこで、ボランティア日本語教師が自ら考えながらそれぞれ
の教室で「防災教育」に取り組んでもらうため、下記の2本を柱にプランを立てた。 

①防災授業の啓発活動 
苦労して翻訳した「やさしい日本語」版『防災ガイドブック』。これを本当に外国人に読んで
もらい、防災知識を得てもらうために、これをテキストにした防災授業を、京都府下のボラン
ティア日本語教室に呼びかける。そしてそのためのサポート活動やツール作成を実施。 

②「やさしい日本語」ワークショップ：災害時に使われる日本語は、日本人が思っている以上に
難しく、専門用語が多い。ワークショップでは、災害時に外国人の置かれる状況や「やさしい
日本語」の作り方を学ぶ。「外国人に情報提供」＝「英語」と考えている人には「目からウロ
コ」の発想となる。そして「やさしい日本語」は、災害時だけでなく、日常のコミュニケーシ
ョンや外国人向けの情報発信のあり方の見直しにも繋がる。 

【プランの目的・ここがポイント！】 
在住外国人や外国人観光客の多い京都。防災に関する基礎知識も少なく、言葉もわからない外国

人は災害時には災害と情報の二重の被災者となる。「やさしい日本語」有志の会は、ひとりでも多
くの外国人も災害時に助かってもらうため、ボランティア日本語教室で防災教育に取り組んでもら
おうと立ち上がった有志による会である。 



⑤ 「やさしい日本語」有志の会 
防 災 教 育 チ ャ レ ン ジ プ ラ ン 

最 終 報 告 書 

96 

 プランの 

立案と調整 
準備活動 実践活動 

2010 年 

６月 

前期計画の立

案（9 月勉強

会に向けて） 

・『防災ガイドブック』を使っ

た防災授業の実験とそのア

ンケートの実施 

・「やさしい日本語」ワークショッ

プ：立命館大学ボランティアセンタ

ー 

2010 年 

 7 月 

  ・「やさしい日本語」ワークショッ

プ：京都市国際交流協会機関紙

『Life in Kyoto』スタッフ向け 

2010 年 

 8 月 

 ・模擬授業の教案作成会議 
・震災画像ファイル、イラスト

ファイル（A3 ラミネート版）

の作成 

・防災セットの購入 

・『幸せ運ぼう』入手 

 

2010 年 

 9 月 

 ・ＮＴＴドコモ災害対策室の方

を招き携帯伝言ダイヤルに

ついて勉強会 

・防災士を招いて防災勉強会 

・京都にほんご Rings 研修会： 
日本語教室における防災授業 
『外国人のための防災ガイドブッ

ク』を用いて～  

2010 年 

 10 月 

後期計画の見

直し 

・神戸学院大学 舩木教授訪問 ・防災授業ワークショップ：綾部市

国際交流協会  

2010 年 

 11 月 

  ・「やさしい日本語」ワークショッ

プ：京都府国際センター地域国際

化ネットワーク会議にて（南部職

員向け） 
・同上：（北部職員向け） 

2010 年 

 12 月 

防災授業の実

施呼びかけ 

・イラスト集（A4 クリアファ

イル版）作成 

・イラスト集を Rings 会員に配布、

防災授業の実施呼びかけ 

2011 年 

 1 月 

防災授業の実

施サポート 

・防災授業の教案募集 

・アンケート作成 

・「やさしい日本語」ワークショッ

プ：京都ＹＷＣＡ 
・第 12 回京都サバイバル・ウォ

ーク 参加 
・JSK 防災グッズ展示、防災授業

・精華グローバルネット防災授業 

2011 年 

 2 月 

防災授業の実

施サポート 

・防災授業の教案募集 

・アンケート集計 

・防災教育ワークショップ京丹後国

際交流協会防災訓練にて（予定）

2011 年 

 3 月 

 ・ホームページの準備 ・講演：「やさしい日本語」研究会

佐藤和之教授（招致予定） 
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３．実践したプランの内容と成果 

【実践プログラム①】 

タイトル 
日本語教室における防災授業 

『外国人のための防災ガイドブック』を用いて～ 

実施月日（曜日） 9 月 12 日（日） 

実施場所 （財）京都府国際センター 

担当者または講師 
担当者・講師等の区分：「やさしい日本語」有志の会 

氏名：花岡正義、村井喜久美、杉本篤子 

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 

午後 2時～4時半 

プログラムの 

カテゴリ、形式 

2．講習会・学習会・ワークショップ 

活動目的 
10 その他 

防災授業を行うための基礎知識を身につける 

達成目標 

京都にほんご Rings（京都府下の日本語支援ボランティア連絡会）の日

本語教師を対象に、防災授業の足がかりとして、作成したツールを使い

ながら模擬授業を実施。各教室での取り組みを促す。 

実践方法・進め方 

（箇条書き、または 

フロー） 

０．始まるまでの間、「幸せ運ぼう」をモニターにて流す。 

１．「やさしい日本語」について 

 「やさしい日本語」を初めて知る方向けに簡単なレクチャー 

２．『外国人のための防災ガイドブック』を使った模擬授業 

ガイドブックをテキストに、イラストを見せながら、模擬授業を行う。

３．防災グッズの紹介、解説、貸し出し方法について  

 災害準備として防災グッズを実際に手にとってもらいながら。 

４．京都府や京都市の耐震情報 

災害準備がなぜ必要なのかを身近に感じてもらうため、学校、病院、

水道の耐震化のデータを新聞記事などから紹介。 

５．携帯電話の「災害伝言板」の説明と体験の実施 

６．質疑応答 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

・『幸せ運ぼう』・震災画像ファイル、イラストファイル（A3 版） 

・防災グッズ 

【配布資料】：教案、「やさしい日本語」パンフレット、「やさしい日

本語」文例：京都市の日本人向け広報文と「やさしい日本語」を使った

神戸市長田町の「インフルエンザ」広報文）、図例：「実は危険がいっ

ぱい「家の中」、非常持ち出し品チェックリスト、「災害伝言板」の使
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い方各社比較（電気通信事業者協会 HP より）、外国人用地震災害基礎

語彙１００（「やさしい日本語」研究会 HP より） 

参加人数 
京都にほんご Rings の会員、京都大学防災研究所院生、京都新聞山田氏、

主催者を含め３２名 

経費の総額・内訳概要 

約 50000 円 

・研修会準備会議、教案作成、ツール作成の協力謝礼、交通費 

・防災士謝礼 ・資料作成印刷代 ・防災グッズ購入等 

成果と課題 

【成果】防災ガイドブックやイラスト集を使って、どのように授業を行

えばよいのかが提示でき、取り組みを促すことができた。 

【課題】様々な背景を持ち、日本語レベルもまちまちな外国人に対し、

プライベートレッスン、グループレッスンなど教える形態や教師の技量

にも差があるのがボランティア日本語教室の現状である。様々な教案例

を今後も提示していく必要がある。また、「防災教育に取り組もう」と

いう呼びかけでは敷居も高いため、ゲームやグッズを使って、意見交換

から始める取り組み例も考えることが必要であることがわかった。 

成果物 

・ボランティア日本語教師の防災教育に対する意識変革ができた 

・（財）京都府国際センター 機関紙への掲載や京都新聞での記事によ

り、地域に活動の広報ができた。（自由記述欄参照） 
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【実践プログラム②】 

タイトル 「やさしい日本語」ワークショップ 

実施月日（曜日） 
①6 月 22 日（火） ②7 月 14 日（水） 
③11 月 2 日（火） ④11 月 5 日（金） ⑤1 月 11 日（火） 

実施場所 

①立命館大学 ボランティアセンター 
②京都市国際交流協会 
③京都府国際センター 
④舞鶴総合庁舎 
⑤京都ＹＷＣＡ 

担当者または講師 
講師 

氏名：杉本篤子 

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 

①１６：３０－１８：３０ 
②１９：００－２０：３０ 
④１４：００－１５：３０ 
⑤１４：００－１５：３０ 
⑥１３：３０－１６：００ 

プログラムの 

カテゴリ、形式 

2．講習会・学習会・ワークショップ 

活動目的 
①②⑤ ７ 技術を身につける 

③④  ３ 災害に強い地域をつくる 

達成目標 

①立命館大学 ：留学生と接する機会の多い大学生や大学職員、日

本語専攻の学生などを対象に、災害時の外国人の状況と「やさしい

日本語」の考え方、作り方を紹介。「やさしい日本語」が災害時は

もちろん、日常の外国人とのコミュニケーションにも役立つという

点に重点を置いた。 

②京都市国際交流協会 ：機関紙『Life in Kyoto』製作スタッフを

対象に、災害時の外国人の状況の理解、「やさしい日本語」の考え

方、作り方を学び、機関紙『Life in Kyoto』の情報をもっとわかり

やすくする方法を提案。 

③④市町村の国際交流を担当する課の職員を対象に、災害時の外国

人の状況理解、「やさしい日本語」の考え方を知ってもらい、外国

人への情報発信方法や防災活動に取り組んでもらう。 

⑤京都ＹＷＣＡのボランティア日本語教師を対象に、災害時の外国

人の状況の理解、「やさしい日本語」の考え方、作り方を学び、防

災教育の取り組みの必要性を感じてもらう。 
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実践方法・進め方 

（箇条書き、または 

フロー） 

・災害時に外国人の置かれる状況 

・「やさしい日本語」はなぜ外国人にわかりやすいのか 

・「やさしい日本語」を作るための 12 のルール 

・実践問題（受講対象により、身近な課題で理解を促す） 

・京都の耐震化情報 

・今、できることを考えてもらう 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

・『幸せ運ぼう』 
・配布資料：「やさしい日本語」パンフレット、言い換え問題、「や

さしい日本語」比較文例、外国人用地震災害基礎語彙１００、「や

さしい日本語」作成ルール、避難所入退所届け、参考 Web 一覧等

参加人数 

①大学生、大学院生 9人 ②機関紙『Life in Kyoto』スタッフ 6人

③地域国際化ネットワーク会議 南部職員 13 人 ④地域国際化ネ

ットワーク会議 北部職員 11 人 ⑤ＹＷＣＡボランティア日本語

教師 7人 

経費の総額・内訳概要 約 10,000 円 交通費、資料作成費 

成果と課題 

【成果】何が外国人にとって難しく、どうすればわかりやすくなる

のかを具体的に知ることができ、改めて外国人目線で話し言葉や掲

示物を再考することができたと、それぞれのフィールドに生かした

との感想がいただけた。「やさしい日本語」のノウハウはもとより、

その根底にある考え方が受講者には伝わったといえる。 
【課題】国際交流職員の方の中には「予算が無いので防災に取り組

めといわれても難しい」との拒否反応があった。取り組もうとする

市町村をサポートしていくと同時に、こうした考えの方にも様々な

取り組み事例を継続して提示していくことで理解を得るようにして

いきたい。 

成果物  
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【実践プログラム③】 

タイトル 防災授業ワークショップ 

実施月日（曜日） 10 月 29 日（金） 

実施場所 綾部市国際交流協会 

担当者または講師 

講師 
氏名：花岡正義、岡本絹子（京都外国語専門学校非常勤講師 立命館大

学大学院言語教育情報研究科研修生 「京都にほんご Rings」会員） 

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 

１９：００－２１：００ 

プログラムの 

カテゴリ、形式 

2 講習会・学習会・ワークショップ 

活動目的 10 防災授業を行うための基礎知識を身につける 

達成目標 

京都府北部で活動するボランティア日本語教師を対象に 

・自分の命は自分で守る、助け合うことを学ぶ 

・「やさしい日本語」を使って、『地震が起きたとき、どのようにしたら

いいか』を学習者とボランティアが交流しながら学びあう、一緒に考

える。 

実践方法・進め方 

（箇条書き、または 

フロー） 

１.今、なぜ防災教育か（花岡） 

２．「やさしい日本語」版『防災ガイドブック』を使った模擬授業 

『幸せ運ぼう』上映、模擬授業 解説 

３．防災グッズの紹介、解説 

４．質疑応答と交流 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

・テキスト『防災ガイドブック』 

・『幸せ運ぼう』DVD 

・オリジナル教案 

・アンケート 

参加人数 ボランティア日本語教師 12 人 

経費の総額・内訳概要 
約 20,000 円 

講習会打ち合わせ交通費、講師謝礼、教案作成費 当日の交通費 

成果と課題 

【成果】地理的に 9 月の勉強会には参加できなかった京都府北部のボラ

ンティア日本語教室を対象に、防災教育の啓発活動が行えた。 

【課題】より学習者に密に接する北部では、日本語を教えるというより

も個別で生活サポートをする意味合いが大きい。教えるというスタンス

とは異なる形での防災教育を考える必要がある。 

成果物 
２０１１年２月２０日に京丹後市で行われる防災訓練の中で、ボランテ

ィア日本語教師向けのワークショップに繋がった。 
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４．苦労した点・工夫した点 

プランの立案 

と調整で 

苦労した点 

工夫した点 

『防災授業の取り組み』を組織的に取り組むのは初めてだったため、何もかも

が試行錯誤であったが、現場の教室や教師からの意見にしっかり耳を傾け、フィ

ードバックしていくという姿勢の活動を目指し、4 月から 9 月までの前半は、『防

災授業』を行うための準備を中心に、そして後半 10 月以降は『防災授業』の実践

啓発を中心とするプランで活動を開始した。 

前期では、まず実験的に『防災ガイドブック』を使った防災授業の試行とアン

ケート回答から何ができるかを考えていった。9月の京都にほんご Rings での研修

会を目標に、防災知識のほとんど無い学習者を対象とした「教案」と「ツール」

を作成した。もっとも苦労した点は人の確保である。それぞれが仕事を持ち、さ

らにボランティアをしている人たちが、別途時間を割いて会議やツール作成に携

わるには熱意があってもなかなか難しい。自主的な参加であることが重要である

ことから、グループメールで情報交換を活発に行い、やれる人が、やれることか

ら取り組むようにし、研修会の実施にこぎつけた。 

後半の 10 月から２月にかけては、できる限り多くの教室で防災教育に取り組ん

でもらうことを目標にしていたが、ようやく取り組みが始まったのは 12 月末、１

月からである。現在、少しずつではあるが実施教案や感想、アンケート回答が集

まりつつある。これらも京都にほんご Rings のグループメールを通じて情報とし

て流し、他の団体への取り組み啓発につなげたい。 

準備活動で 

苦労した点 

工夫した点 

防災に関して、私たち自身の知識が非常に少ないことに改めて気づかされた。

しかし、有志の会の目標は、何か標準的なマニュアルを出して、それを実施して

もらうのではなく、一石を投じてその輪が広がるように働きかけ、活動する人た

ちをサポートするのが趣旨である。日本語教室の各現場にあった防災教育を、行

う人が自ら
．．

考えてもらうことが目標である。研修やワークショップでも、そのこ

とを理解してもらうよう努めている。 

実践に 

当たって 

苦労した点 

工夫した点 

外国人の在住目的や家庭事情、日本語レベルや学習環境、ボランティア日本語

教師の技量や経験量、１対１で教えるのか、グループで教えるのか、活動拠点や

上位団体の有無など、日本語支援ボランティアの活動現場は本当に千差万別であ

る。防災教育の必要性は理解できるものの、様々な現場で取り組むとなると、教

案をいくつか提示するだけでは実践できないところも多いことがわかってきた。

「防災教育に取り組もう！」と、少々大上段に構えすぎていたのだ。そこで、「防

災グッズを前にして、外国人と日本人が互いに交流することから始める」ことを

提案したことで取り組みやすくなったように感じる。後半の実践活動においては

少し計画から遅れた動きとなっているが、少しずつ教案やアンケートが集まりつ

つある。 
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５．他の団体、地域との連携 

協力・連携先の分類 団体名、組織名 協力・連携の内容 

学校・教育関係・ 

同窓会組織 

立命館大学 ボランティアセンター ワークショップの開催：学生

ボランティアが災害ボランテ

ィアとして活動する場合や、

留学生とのコミュニケーショ

ンに役立つとして「やさしい

日本語」を取り上げてもらっ

た。 

地域組織 

サバイバル・ウォーク実行委員会 

 

京都でのサバイバル・ウォー

クの参加の呼びかけに協力、

参加。災害要配慮者の支援をテ

ーマにしたセミナーで本活動の

紹介等を行った。 

国・地方公共団体・

公共施設 

（財）京都府国際センター 

 

共催によるミーティング会場

の利用、イラスト A3 ラミネー

ト版の作成作業や経費の負担

をしていただいたほか、国際

交流団体職員向けワークショ

ップの開催や京都府下の他地

域、他団体とのパイプ役 

ボランティア団体・

ＮＰＯ法人・ＮＧＯ

等 

京都にほんご Rings 

（京都府下の日本語支援ボランティア連

絡会 ボランティア日本語教室 16 団体の

ほか、個人会員、大学教授も所属している）

所属団体へ研修会の実施、防

災授業実施の呼びかけ、ツー

ル作成の協力、アンケート実

施協力、個別取り組みに支援
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６．成果と課題（実践したプラン全般について） 

成果として 

得たこと 

これまで単発で「災害時に外国人を助けるためのマニュアル」のワークショッ

プや「やさしい日本語」のワークショップなどは行なってきたが、組織的に年間

を通じて活動することによって、防災教育の重要性と必要性が京都のボランティ

ア日本語教室に理解、浸透できたことの意義は大きい。準備活動にはたくさんの

方から自主的な協力を得ることができたし、「防災教育」を単発の事業としてでは

なく、年間のスケジュールに取り込むところも出てきた。（財）京都府国際センタ

ーとの共催により、こうした動きは京都府の北は京丹後市から南は精華町までを

巻き込み、国際交流活動の様々な団体に広がりつつある。 
また、「やさしい日本語」ワークショップでは、地域住民や大学生など日本人に

も災害時の外国人の状況や災害時の制度の必要性、日常からのコミュニケーショ

ンの重要性を伝えることができた。 
さらにサバイバル・ウォークでは、災害における要介護者の一つとして外国人

や観光客にも焦点を当ててもらうことができ、今後共通の問題解決に向けて、次

の活動に繋がる種となっている。 

全 体 の 反

省・感想・

課題 

・すべての団体で『防災教育』を 
現時点では「京都にほんご Rings」のすべての団体で『防災教育』が取り組ま

れたわけではない。すべての団体で取り組みが実施されることを目指す。 
・防災に関する知識の向上 
京都では、『御所があるから大地震は来ない』と豪語する人がいるくらい防災に

対する考え方が甘く、教える立場の私たち自身も防災に関する知識をまだまだ

得る必要がある。 
・今年の活動を一過性のものにしない。 
 初めての活動だから取り組んでくれたところもあるだろう。毎年同じことをイ

ベントとして取り組むのではなく、積み重ねと発展性のある活動を目指す。 

今後の 

継続予定 

災害時、外国人にとって「言葉の壁」、「行政の壁」、「心の壁」の三つがより高

くなるという。「言葉の壁」を低くするための役割が日本語支援ボランティアの使

命である。今後も防災教育の啓発活動を通して実践の機会を増やし、より多くの

外国人に防災教育が行われるよう、サポート活動を継続していく。 
また、日本人向けての「やさしい日本語」ワークショップは、日常からのコミ

ュニケーションを良くし、災害時の住民との「心の壁」を低くする。今後も積極

的にワークショップに取り組む予定である。一方、「行政の壁」は私たち一団体で

取り組むことは難しく、他の団体と協力、協働する必要がある。災害に強い京都

を目指す他団体とのネットワークを強めて活動の一つの柱としたい。 
まだまだ微力な活動であるが、身の丈で、一歩ずつ、地道に活動を継続する予

定である。 
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７．自由記述欄 

 

京都にほんご Rings 研修会    9 月 12 日（日）（財）京都府国際センター 

 日本語教室における防災授業 外国人のための防災ガイドブック』を用いて～  

 

◆『防災ガイドブック』 ◆防災ガイドブックイラスト集 

  

 

◆イラストを使った模擬授業 ◆熱心に聞き入る受講者 

  

◆防災グッズの紹介と解説 
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【京都新聞掲載記事 2010 年 09 月 18 日 10 時 40 分 Web 版より】 

やさしい日本語で外国人に防災知識を 京で研修会  

外国人の防災意識を高めようと、研修会で「やさしい日本語」を使って 

情報を伝える方法を学ぶ参加者（京都市下京区・府国際センター） 

  京都府内の日本語学習支援者のネットワーク「京都にほんごＲＩＮＧＳ」

などが、災害時に必要な情報が届きにくい外国人のために、「やさしい日本語」を使って普段から防災

意識を高めてもらう取り組みを進めている。このほど、日本語教室の主宰者たちが集まって研修会を行

い、避難の仕方などを分かりやすく伝える 方法を学んだ。 

 ほかに取り組んでいるのは、ＲＩＮＧＳの有志でつくる「やさしい日本語有志の会」と府国際センタ

ー。「やさしい日本語」 は、多くの外国人も被災した阪神大震災の教訓から国内の研究者が考え出した。

「警戒する」を「気をつける」に言い換えるなど、分かりやすい言葉で伝える。 

  日本語が十分ではない外国籍住民や外国人観光客は、災害の被害状況や生活支援にかかわる重大な

情報を受け取れない恐れがある。しかし、災害に関する情報すべてを各外国語に翻訳するのは難しいた

め、普段から外国人と接している日本語教室を通じて防災教育を進めようと、昨年１２月に有志の会を

立ち上げて準備を してきた。 

 下京区の府国際センターで１２日に開いた研修会では、日本語学習ボランティアたちに外国人に防災

知識を分かりやすく伝える方法 を指導した。参加者は▽一文を短くし、つなげずに分けて書く▽難解

な表現は省き、平易な言葉や言い回しにする▽あいまいな表現は明確にする－などの言い換えのほか、

イラストや実際の防災用品を使って視覚的に伝えることなどを学んだ。 

 研修の内容は各日本語教室に持ち帰り、外国人受講生に講義 して防災意識を高めてもらう。参加者

から出された課題については、今後の研修会で話し合うことにしている。有志の会代表の花岡正義さん

（６４）は「いざと いう時の危機管理はまだ不十分。外国籍住民の防災意識を高め、行政の文書など

にも『やさしい日本語』を浸透させたい」と話す。      

 

（財）京都府国際センター 機関紙ＮＥＷＳ vol.56  掲載記事 

 

日本語教室での防災授業の取り組み  にほんご空間・京都（京都市中京区）にて 
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◆日本語教師による説明 ◆日本語教室での防災グッズの展示 

  

 

◆立命館大学ボランティアセンター 第 2回ボラカフェ  

『広げよう！コミュニケーションの輪』～日本語から広がる国際交流～（立命館大学 HP より）

 

 


